た。 そして、 戸外へ 走リ でようと して 起きながら 見る 

と、 もう 何もい ずに 灰 を かけて あった 掛炉の 火が 微 

に 光って いた。 

お 作の 家に はどうしても 魔物が ついている。 お 作 は 

翌日 親類の 老人に 話して、 魔除けの 祈禱 でもして もら 

うように 頼みたい と 思って、 その 夜 はおつ ちりと もせ 

ずに 夜 を 明かし、 朝飯が すんだなら 畑の 仕事 も 休んで、 

親類の 家へ 住こうと 思って 飯 を 喫って いると、 門口で 

錫杖 を 鳴らす 音が した。 お 作 は その 音 を 聞く と 何んだ 

きび 

か 体が すっきりし たように 思って、 傍の^ にあった 黍 

の 餅 を 二つば かり 持って 出て 住った。 ぼろぼろの 法衣 
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